
1 │ 趣旨説明

　
創
設
四
〇
周
年
を
迎
え
た
比
較
思
想
学
会
は
、
前
後
三
回
を
通
じ
て
の

共
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
日
本
の
比
較
思
想
研
究
に
貢
献
し
た
先
人
を

取
り
上
げ
、
そ
の
思
想
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
三
年
目
を
迎
え
る
本
年

は
、
そ
の
完
成
年
と
し
て
、
本
学
会
の
創
設
者
で
あ
り
、
日
本
の
比
較
思

想
学
の
確
立
者
で
あ
る
中
村
元
博
士
の
思
想
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
折
し
も
、
本
学
術
大
会
の
開
催
機
関
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
中
村
元
東

方
研
究
所
は
、「
中
村
元
記
念
館
」
の
創
設
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
学

術
大
会
の
開
催
な
ど
、
三
年
間
に
わ
た
る
中
村
博
士
の
生
誕
一
〇
〇
年
記

念
事
業
を
推
進
中
で
、
こ
の
度
の
比
較
思
想
学
会
学
術
大
会
を
、
そ
の
記

念
事
業
の
掉
尾
を
飾
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

中
村
元
記
念
館
東
洋
思
想
文
化
研
究
所
と
と
も
に
共
催
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
さ
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
急
速
に
進
む
現
代
社
会
に
お
い

て
、
民
族
や
文
化
、
あ
る
い
は
思
想
、
宗
教
間
の
理
解
の
必
要
性
は
、
日
々

増
大
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
よ
う
な
急
激
な
社
会
変
動
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
各
種
の
摩
擦
や
紛
争
の
解
消
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
得

る
比
較
思
想
へ
の
関
心
は
、
決
し
て
高
い
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
で
あ
ろ

う
か
？

　
比
較
思
想
研
究
は
、
研
究
対
象
と
し
て
の
領
域
の
広
さ
や
深
さ
、
さ
ら

に
は
複
雑
な
テ
ー
マ
を
扱
う
と
い
う
点
で
、
一
般
的
な
思
想
研
究
以
上
に

高
い
理
想
と
、
高
度
な
目
的
意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
、
容
易
に
成
し
遂
げ

ら
れ
な
い
難
し
さ
を
持
つ
学
問
領
域
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
そ
の
重
要
性

は
理
解
さ
れ
な
が
ら
も
、
具
体
的
に
比
較
思
想
に
取
り
組
む
と
い
う
事
に

な
る
と
、
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
、
比
較
思
想
の
重
要
性
を
確
認
し
、
よ
り
魅
力
的
な
学
問
へ
発

展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
比
較
思
想
の
原
点
に
帰
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意

味
で
、
常
々
「
私
は
比
較
思
想
の
発
展
の
た
め
の
一
番
槍
と
な
り
ま
す
」

〈
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以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
で
は
「
共
生
の

思
想
│
中
村
元
の
「
慈
悲
」
の
思
想
を
て
が
か
り
に
│
」
と
題
し
て
、
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
の
各
先
生
に
専
門
家
の
立
場
か
ら
、
中
村
比
較
思
想
学
を
検

討
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
比
較
思
想
の
新
た
な
る
地
平
の
開
拓
の
た

め
に
、
積
極
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
は
、
春
日
井
真
英
氏
（
東
海
学
園
大
学
教
授
、
宗
教
学
、

民
俗
学
）、
丸
井
　
浩
氏
（
東
京
大
学
教
授
、
イ
ン
ド
哲
学
）、
頼
住
光
子

氏
（
東
京
大
学
教
授
、
倫
理
学
）。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
、
平
田
俊
博
氏

（
山
形
大
学
名
誉
教
授
、
哲
学
）
で
あ
る
。

（
ま
え
だ
・
せ
ん
が
く
、
第
四
一
回
比
較
思
想
学
術
大
会
実
行
委
員
長
、

　
公
益
財
団
法
人
中
村
元
東
方
研
究
所
理
事
長
）

と
仰
っ
て
お
ら
れ
、
事
実
そ
の
六
〇
年
に
も
及
ぶ
学
究
生
活
に
お
い
て
、

そ
れ
を
見
事
に
実
践
さ
れ
た
、
日
本
の
比
較
思
想
学
の
原
点
と
も
い
う
べ

き
中
村
元
博
士
の
比
較
思
想
を
学
ぶ
こ
と
は
、
比
較
思
想
学
の
将
来
的
発

展
の
た
め
に
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
確
信
す
る
。

　
中
村
比
較
思
想
の
原
点
と
も
い
え
る
『
宗
教
に
お
け
る
思
索
と
実
践
』

（
昭
和
二
四
年
毎
日
新
聞
社
、
新
版
は
平
成
二
一
年
サ
ン
ガ
）
に
は
、
中

村
元
博
士
の
研
究
意
図
と
決
意
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。
中
村
元
博
士

は
同
書
に
於
い
て
、
戦
争
へ
の
深
い
反
省
と
仏
教
精
神
に
よ
る
平
和
社
会

の
構
築
の
た
め
の
精
神
的
な
支
柱
と
し
て
、「
仏
教
の
『
慈
悲
』
の
思
想
」

に
着
目
さ
れ
、
こ
れ
を
深
く
か
つ
広
く
検
討
さ
れ
た
。
一
方
で
、
偏
狭
な

国
粋
主
義
思
想
が
、
日
本
を
悲
惨
な
戦
争
に
駆
り
立
て
た
一
因
と
な
っ
た

と
の
反
省
か
ら
、
公
正
か
つ
広
い
視
野
か
ら
の
思
想
研
究
の
必
要
性
を
強

く
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
本
著
作
の
発
展
形
と
し
て
、
今
日
の
比
較
思

想
学
の
基
本
文
献
と
も
い
え
る
『
東
洋
人
の
思
惟
方
法
』
や
『
普
遍
思
想

史
』
は
、
著
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

中
村
比
較
思
想
の
根
本
に
は
、
慈
悲
の
思
想
が
あ
っ
た
と
言
い
得
よ
う
。

　
し
か
も
、
そ
の
慈
悲
の
思
想
は
、
民
族
、
文
化
、
宗
教
の
差
異
を
超
え

て
、
互
い
に
和
ら
ぎ
、
助
け
合
う
共
存
共
栄
の
社
会
の
実
現
の
た
め
の
基

礎
理
論
へ
の
拡
大
と
い
う
社
会
理
論
さ
え
射
程
に
入
っ
て
い
る
。
中
村
元

博
士
は
、
こ
の
「
慈
悲
の
思
想
」
の
探
求
の
た
め
に
、
多
種
多
様
な
比
較

思
想
研
究
を
行
っ
た
と
さ
え
言
い
得
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の

「
慈
悲
の
思
想
」
を
他
の
言
葉
に
置
き
換
え
れ
ば
、「
共
存
共
栄
の
思
想
」

と
な
る
の
で
は
な
い
か
。


